
 

 

 

１ はじめに 

  北方町では、令和５年度より「北学園」と「南学園」という２つの義務教育学校がスタートします。

これによって、小・中学校の教員がお互いに協力し合い連携し合う中で、９年間を見通した系統的な、

質の高い教育を実践していくことができると考えています。この考え方を学校教育だけでなく、地域

や学校における児童・生徒が参加するスポーツ活動や文化活動でも取り入れた「北方学園クラブ」を

設立し、町（学校）と地域と保護者とが共同しながら、９年間を見通した系統的な指導体制のもと、

質の高い活動を展開していこうと考えています。そのためには、従来あった「少年団」や「部活動」

「ジュニアクラブ活動」という組織を再編する必要があるため、次のような考え方に基づき、組織の

再編を進めていくことにしました。 

 

２ ねらい 

  町（学校）・地域・保護者の共同的運営により、「北方は一つ」の願いの下、スポーツや文化活動等

を計画的、継続的、かつ、自主的に行うことを通して、「たくましい北方の子」を育む。 

 

３ 運営主体 

  運営主体は、右図のとおり、町（学校）・地域・保護者

による共同的運営となります。この運営体制により、各

団体が安定して効果的に活動ができるようになります。

また、子どもたちに怪我等が発生した時は、学校や町が

支援をしながら対応することができます。このように、

お互いの良さを生かした運営体制が可能となります。 

 

４ 具体的な活動 

北方学園クラブについて 

北方町教育委員会  



５ クラブ全体の運営体制について 

 

 

６ 各団体組織について 

今まであった「スポーツ少年団」や、「部活動」、「ジ

ュニアクラブ」といった組織を一つにします。各団体

の運営は、団長を中心として統括されます。団長のも

と、所属する指導者は、系統化された指導方針や指導

内容に基づいて指導されるため、所属する子どもたち

が指導者の指導方針や指導内容に対して迷うことがな

くなります。これが、「北方学園クラブ」として大切に

なのです。学校の顧問の先生方も、団の指導方針や指

導内容を踏まえ、平日に部活動として指導することに

なります。小学生と中学生が同じ組織の一員となり、

中学生が小学生と一緒に活動する中で、励ましたり、アドバイスをしたりする姿が見られるようにな

ります。このような活動を進めていく中で、小学生にとって中学生が憧れの存在となると考えます。 

練習試合では年齢制限がないため、自由に試合へ参加できます。ただし、大会へ出場するのは年齢

等の制限があるため、それぞれのカテゴリーの大会へと出場することとなります。 

   

７ 今後の取組 

  北方学園クラブは、令和５年４月設立に向け、準備委員会を立ち上げ、細かなことを議論してい

るところです。競技によってはルールが異なるため、一緒に活動することができないという課題も

あります。しかし、北方町の未来を担う子どもたちの育成について、スポーツ活動や文化活動の面

においても統一した指導方針のもと、長期スパンにて指導をしていくことはとても大切なことだと

考え、諸課題について議論しながら一つ一つ解決していきたいと考えています。 

  また、来年度は野球とソフトボールの２団体が、北方学園準備クラブとして先行実施をし、この

団体の実践を他団体にも紹介しながら、令和５年度の設立に向けて取り組んでいきます。 


